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 In this study the structure of perceived job characteristics was analysed. And the re-

lation between these structure and attitudes on an  occupation of kidergarten teacher was 

also discussed. 216 students of junior colledge of kindergarten teachers were surveyed 

about the job attitude and job characteristics of kindergarten teacher. These responses 

were  analysed by factor analysis and 12 factors were extracted. The interpreted factors 

were as follows. (1) Required traits (2) Working condition (3) Social significance (4) Ma-

tching (5) Undermanned (6) Achievement (7) Responsibility (8) Autonomy (9) Variety (10) Ref-

lex action (11) Steadiness, and (12) Small size. 

 And the relationships between need of getting job and these 12 factors, and between 

need of information about the job and 12 factors were analysed by multiple regressional 

analysis. Many factors (ex. 4, 9, 2, 10, 3, 12) were strongly related to the need of getting 

job, but few factors to the need of information.

目 的

職業 を取 り巻 く環境は,大 きく変化 しつつ

ある.そ のひとつに,職 業に対する考え方の

変化がある.個 人が職業に期待するものが多

様化 している点である.賃 金,労 働時間,労

働条件 といった仕事の外在的な要因を重視す

る人や,仕 事そのものの持つおもしろさや,

仕事 を通 しての成長の機会などの仕事の内在

的な要因を重視する人など,職 業に対す る期

待は,個 人によって大 きく異なっている.この

背景 として労働市場への参入の仕方が多様に

なったことを指摘できる.例 えば中高年 につ

いていえば,定 年前の退職 定年後の再就職

の一般化があげられる.女 子については,就

業者数 の増加や勤続年数 の長期化 は,男 性

中心の雇用管理に大 きな影響を与えている.

さらに,子 育て後の主婦の労働市場への参入

はめざましいものがある.女 子や若年者を中

心 としたパー ト労働やアルバイ ト労働は,第
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三次産業を中心 とし完全に定着している.こ

れらの就業構造の変化は,新 規学卒就職者に

対してのみならず多様な層に対し,新 しい職

務や職業についての情報提供 を必要 とさせ る

状況をつ くりだしている.

また,企 業内においては,情 報化(OA化),

高年齢化,多 角化などの影響によ り,新 職務

の開発や,既 存の職務群の再編や再設計のた

めに,職 務分析を基本 とする職務特性の把握

の必要性が高まっている.

川上善郎(1981)は,職 務関連情報の作成

との関連か ら,一 連の職務属性把握の試み を,

職務分析的方法 と認知論的方法とに大別す る.

職務分析的方法 は,「 基本的に職務内容その

ものや職務遂行上の行動 を分析の対象 とし,

その客観的把握 を目的 とするもの」であるが,

「作成 された職務関連情報 を統合する視点に

欠けてお り…(中略)… 必ずしも有効な情報 と

して機能 してなかった」 とする.こ れに対 し

て,認 知論的方法は,「個人の認知レベルでの

職務属性の分析から,逆 に客観的な職務構 造

をとらえようとするものである.… そこで得

られた職務関連情報は,個 人の職業的態度や

個人特性 との結びつ きは強い.そ のため,こ

の領域での職務関連情報は,個 人の従事 して

いる職務 を特徴づけるものにとどまらず,個

入の生活を含めた職業行動 を説明する上で重

要な情報 となりうる要素 を持つ」 とする.

認知論的方法が重視されるのは,上 にのべ

られているように,職 務の持つ多様な客観的

な特性の内の少数の要素のみが,そ の職業の

認知的な特性になるにす ぎず,そ れ故に,職 務

関連情報は,客 観的な職務特性のすべてを綱

羅的に扱 うより,そ の職業の認知的な特陛を

取 り扱 う方が効率が よいからである.

これ らの認知 的な特性 として,Hackman,

J.R.とLawler,E.E.III(1971)は,次 の6つ

の特性をあげている.即 ち,(1)〕職務における

多様性(variety)の 認知,(2)自 律性(autonomy)

の程度の認知,(3)作 業同一性(taskidentity)

の程度の認知,(4)フ ィー ドバ ック(feedback)

の程度の認知,(5)他者 との関係の機会(dealing

withothers)の 認知,(6)友 好の機会(friend-

shipopportunities)の 認知である.

また,相 原紀公他(1965)は,仕 事そのも

のの物理的特性よりも,仕 事 をす る人の行動

空間での心理的機能からみた認知的な特性の

重要性 を指摘 し,管 理性因子,知 的操作因子,

動作i生因子,機 器操作性因子,社 交性因子,

協同性因子,目 標構造の明確 さの因子をあげ

ている.ま た川上善郎(1978)は,高 校生を

用いた研究で,責 任感因子,職 業の安定性因

子,所 要特質因子,達 成感因子,不 足因子,

仕事の困難性因子,労 働条件不備因子,社 会

的交流のせ まさの因子,変 化因子,労 働負担

因子 をあげている.こ の他に,熊 谷信順(1978)

の研究がある`

本研究は,川 上善郎(1978)の 研究をベー

スに,「保母 ・幼稚園の先生」 という比較的

職務特性が明確な職業 をとりあげ,こ れ らの

職業に強い関心を持つ保母養成の短期大学生

を被調査者 とし,84項 目の職務属性 を評価さ

せ,認 知 された職務特性の構造 を分析 しよう

とす るものである.さ らに,こ れらの認知さ

れた職務特性 と個入の持つ職業的態度 との関

連 を分析する.

方 法

1.調 査対象者

埼玉県内の保母養成のための短期大学学生.

1年 生2ク ラス88名,2年 生3ク ラス128名

計216名 である.全 員女性である.

2.調 査方法

調査は1982年6月 に実施 した.調 査は授業

時間を用いて集団で実施.所 要時間は50分 程

度であった.

3.調 査項 目

調査対象 とした職務は,保 母 ・幼稚園の先

生である.具 体的には,「保育園で乳幼児の世

話をしたり,幼 稚園の先生 となって園児に歌
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や踊 りを教 えた り,い っし よに遊んだ りす る

しごと」 という表現 を用いた.(注)

上記の職業について以下の各項について回

答を求めた.

A.関 心の強さ

この職業に対する関心の強さを分析するた

めに9つ の尺度について5段 階評定 を求めた.

用いられた尺度は表一2(P50)に 示す.

B.情 報の判断

この職業の持つ多様な属性を記述 した情報

84項 目について,以 下の3種 の判断を求めた.

(1)適合性判断
「下記に列 挙したこの職業の持っている要

素が,こ の職業の特徴をあらわ している程度

を,"非 常によ くあてはまる"か ら,"全 然あ

てはまらない"の5段 階で判断 して下 さい.」

(2)適合性判断の確信度
「またその判断(適 合性)の 確かさにつ い

て も5段 階で判断して下さい.」

(3)方向性判断
「それ らの要素が,そ の職業の好 ましい面

をあらわすのか,好 ましくない面をあらわす

のか を5段 階で判断して下 さい.」

以上3種 の評定を84項 目の職務属性情報に

ついて行なわせた.調 査に用いた84項 目の職

務属性情報 は,保 母 ・幼稚園の先生に関す る

職業を紹介した著作からできるだけ多領域に

わたるように収集 したものである.川 上善郎

(1978)に 用いたもの と同一のものである.

4.分 析手続

(1)職 務属性の認知構造について

職務属性情報 として用いられた84項 目の内

次の基準で不適切な項目を分析か ら排除 し,

結局60項 目について分析 を行った.

(a)極端に適合性の低い項 目.即 ち,こ の職

業の特徴 を全 くあらわしていないとされた

項目である.5項 目あった.

(b)意味的に不適切である項 目.川 上(1978)

の分析で,多 義的であると考えられた項 目.

3項 目.

(c)共通性の低い項目.ど の因子にも高い負

荷量 を示 さない項目.(a)と(b)を除いた76項

目を用い.因 子分析 を行い項 目をお とす作

業を くりかえした.結 果的に,こ の基準で

16項 目をお とした.

本分析は,先 にのべた方向性判断,即 ちその

職業の好 ましい面 を示す程度についての判断

を用いて,主 因子法により因子分析 を行った.

因子軸の回転 はvarimaxrotationに よった.

また,共 通性の推定値 として重相関係数の平

方(SMC)を 用いた.因 子数の決定は,最

小固有値1.0以 上 という基準 を用いた.

(2>職 務属性 と関心度の関連について

上にのべた認知された職務属性 と関心度の

関連を分析す るために以下にのべる手続をと

った.

まず,関 心度 を分析す るために,表 一2に

示す9つ の尺度についての評価結果 を主因子

法により因子分析 し,varimax法 によ り回転

をし,因 子 を抽出する.こ の因子に対す る個

人別の因子得点により個人のこの職業に対す

る関心度 と定義する.

また,(1)で 述べ た因子分析結果か ら,個 人

別に,次 元別の因子得点 を求める.

関心度を従属変数 とし,認 知次元別の因子

得点を独立変数 としてステップワィズ法によ

って重回帰分析 を行い,関 心度と職務属性 の

認知 との関連 を分析する.

結 果 と 考 察

1.職 務属性の認知構造について

分析手続に示 した方法により60項目の職務

属性についての方向性判断を因子分析 した結

果15の 因子 を抽出した.し か し,因 子分析の

注.職 業研究 所編の職 業興味検査(VRT)で 用 い られてい る表現であ る.川 上善 郎 ・松本純平(1975),川 上善 郎

(1977,1987)の 研究 と比較 を行 うために,同 一 の表現 と した.

一44一



結果を解釈 したところ,比 較的合理的に解釈

ができたのは,12因 子であった.

表一1に,varimax法 による回転後の因子

負荷量を示す.因 子負荷量0.40以 上について

は,太 字で示した.ま た項目の配列は,各 因

子毎にまとめて示 しているため質問順 とは異

なっている.

以下に因子について解釈結果を示す.

第1因 子:所 要特質因子

第1因 子 には,も っとも多くの項目が高い

負荷量 を持 っている.

58.翌 日の仕事のために準備が必要である

32.体 力や根気のいる仕事である

54.資 格 をとるために勉強しなければなら

ない

44.大 切 な幼児期を扱 うので責任が重い

59.多 くの子供の面倒 をみるため,か なり

の体力が必要である

14.基 本的には体を動かして行 う仕事であ

る

36.他 人の子供をあつかるのだか ら大きな

失敗は許されない

40.子 供達の健康管理まで行 う

4.活 発な子供の安全を図るために色々神

経 を使わねばならない

53.小 さな子供なので非常に活発である

46.活 発な子供相手なのでケガなどしない

ようにいろいろと神経 を使わねばならな

い

10.健 康で明朗な人柄が要求される

13.小 便や大便の世話 までしなければな ら

ない

30.気 分が悪 くても笑顔を絶や してはな ら

ない

60.絶 えず勉強す るから自分が進歩成長す

る

49.疲 れても余 り休むことができない

以上0.40以 上の負荷量を持つもの16項 目で

ある.こ れらの項 目に共通 している点は,そ

れらの属性がその職業に とって好 ましいか ど

うかは別 として,職 務 を遂行する上で個人に

必要 とされる特質に関するものである.職 務

遂行上の責任に関す るもの,職 務遂行に必要

な身体的 ・性格的な条件,資 格条件など,広

範囲であるが,職 務が個人に要求する所要特

質 といえよう.

第2因 子:勤 務条件因子

2.労 働時間にけ じめがない

24.居 残 りの子供 を頂るなど残業が多い

22.子 供 を抱いたりす るので腰 をいためる

ことがある

28.育 児の方針が上司 とちが うと仕事が し

にくくなる

16.給 料は仕事の割に余 り高 くない

49.疲 れて も余 り休むことはできない

52.一 日中立ってや る仕事である

38.福 利厚生施設は余 りととのっていない

この因子は,勤 務時間,給 料,福 利厚生施

設など勤務条件に関するものである.

第3因 子:社 会的有用性因子

41.今 後の発展が予想 される仕事である

31.幼 児教育は今後重視 される傾向にある

7.社 会的な評価が高い

42.子 供に大きくなった後でもしたわれる

37.未 来 をにな う子供達の世話 をするのは,

社会的に有用なことである

51.父 母から感謝 される
*(38) .福利厚生施設は余 りととのっていない

47.子 供達が卒業す る時,仕 事 をした とい

う感じが もて る

57.社 会福祉制度はますます発展する制度

であるので将来も安定 した職業である

35.子 供達 と接触する中から生きがいを見

い出せる

第3因 子は,社 会的有用性の因子である,

この職業に対する社会的な需要は今後 も高ま

*注
.()の 項 目は,因 子 負荷量 がマイナスであるこ とを示す.
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表一1因 子パ ターン(バ リマックス回転後)

項 一 目 第1因 子 第2因 子 第3因子 第4因 子 第5因 子 第6因子 第7因 子 第8因 子 第9因子 第10因 子 第11因子 第12因子 共通性
5$翌 日の仕事のために準備が必要である 0.704 0.195 ‐o .izo 一〇.068 一〇

.039 0.134 ‐o .osa 0.013 0.135 一〇.063 o.04i 0.138 0.619
32体 力や根気のいる仕事である 0.679 0.225 0.094 0.070 0.132 0.030 0.016 o.iiz o.iiz o.oao 一〇.058 ‐o

.ozi 0.573

54資 格をとるために勉強しなければならない 0.674 0.115 0.037 一〇.040 ‐o .osi 0.057 一〇.031 一〇
.003 一〇.026 一〇.030 0.107 ‐o .ias 0.506

44大 切な幼児期を扱うので責任が重い 0.631 0.190 一〇.057 一〇
.130 ii: 一〇.026 0.285 0.073 0.025 0.087 0.093 o.ioo 0.582

59多 くの子供の面倒 をみるため,か なりの体力が必要である 0.575 0.236 一〇.029 0.103 ‐o .oz4 11.: 0.194 0.095 0.091 0.025 一〇.002 一〇.060 0.462

i4基 本的には,体 を動か して行 う仕事である 0.547 0.243 o.iso 0.172 0.170 o.ozo 一〇.046 o.oss o.i2a 0.032 0.014 11: 0.479

36他 人の子供をあつかるのだから大きな失敗は許されない 0.540 0.195 ‐o .oao 一〇
.126 0.057 0.143 0.284 11 ‐o .osi 0.133 0.075 一〇

.079 0.484

40子 供達の健康管理まで行う 0.533 o.izo ‐o .oi2 0.018 0,077 0,082 0.259 一〇
.007 111. 0.250 0.168 一 〇

.030 0.470

4活 発な子供の安全を図るために色 神々経を使わねばならない 0.515 一〇.018 一〇
.018 0.135 0.159 0.005 一〇.017 一〇.043 ‐o .oio 0.383 0.175 0.098 0.499

53小 さな子供なので非常に活発である 0.493 0.019 0,178 0.214 一〇.057 0.138 一 〇.041 iis 0.151 0.043 0.125 11.: 0.397

46活 発な子供相手なのでケガなどしないようにいろいろと神経を使わねばならない 0.419 0.215 11'1 一〇.125 ‐o .iai 0.105 0.372 一〇.035 一〇.043 i:. 0,180 ii: 0.534

10健 康で明朗な人柄が要求される 0.474 o.oiz 0.124 0.208 一〇.018 0.030 0.046 0.064 o.oso 0.252 一〇
.141 0.039 0.379

13小 便や大便の世話までしなければならない 0.456 0.296 o.ion 一〇.049 0.309 0.083 0.075 一〇.031 !11 0.314 o.i47 一〇.011 0.539

30気 分が悪くても笑顔を絶やしてはならない 0.425 o.2io ‐o
.oz2 0.058 o.ioo 0.038 0.215 0.177 0.049 0.103 0.130 一〇。087 0.355

60絶 えず勉強するから自分が進歩成長する 0.409 一〇.142 0.383 0.252 一〇.135 0.282 一〇
.077 ii: 0.138 ‐o .i20 0.077 一〇.079 0.548

49疲 れても余 り休むことはできない 0.440 0.417
一〇
.053 一〇.076 o.osi 一 〇.003 0.283 0.121 0.075 0.053 0,088 ‐o .osa 0.554

2労 働時間にけじめがない 0.174 0.674
一〇
.017 一〇.131 0.050 ‐o

.oz7 一〇,076 0.043 0.075 0.066 0.171 iis 0.559

24居 残りの子供を預るなど残業が多い 0.294 0.633 ‐o .ion 0.056 ‐o .oii ‐o
.oaz 0.029 11': 一〇.036 0.047 0.085 0.093 0.532

22子 供 を抱いた りす るので腰をいためることがある 0.197 0.581 一〇.138 0.039 0.336 一〇
.144 0.138 o.00s ‐o .ono 一〇

.031 0.027 一〇。070 0.561

28育 児の方針が上司とちがうと仕事がしにくくなる 0.104 0.530 一〇.216 一〇.026 o.iz2 一〇
.158 0.217 0.096 一〇.072 ‐o .iio 0.014 0.081 0.459

16給 料は仕事の割に余り高くない 0.168 0.515 一〇.144 一〇.163 o.ioz 1!" o.oso 0.045 0.044 一〇
.131 0.075 一〇.095 0.400

52一 日中立 ってや る仕事である 0.322 0.434 一〇.017 一〇.048 0.141 一〇.042 0.172 0.315 0.015 0.132 o.i7s 一〇.236 0.549

38福 利厚生施設は,余 りととのっていない o.oos 0.423 一〇.461 一〇.023 0.262 一〇
.079 o.zis o.ios 一〇.034 0.048 0.031 0.016 0.530

41今 後の発展が予想される仕事である ‐o
.ois 0.039 o.ss2 o.ios 一〇.154 0.144 一〇.075 一 〇.046 0.126 0.097 一〇.057 一〇.071 0.564.

31幼 児教育は,今 後重視される傾向にある 0.057 一〇.141 0.653 一〇.092 一〇.054 0.041 一〇.043 0.112 0.213 0.131 0.038 0.063 0.545

7社 会的な評価が高い 一〇
.076 一〇.zzs 0.519 o.iii 一〇.103 0.047 ‐o .oao 11.' 0.003 0.107 一〇

.074 0.057 0.377

42子 供に大 きくなった後でもしたわれる 一〇.029 一〇.155 0.498 0.233 一〇
.092 o.iss 一〇.273 一〇.104 一〇。017 0.031 0.065 一〇.081 0.462

37未 来をになう子供達の世話をするのは,社会的に有用なことである 0.235 一〇.029 0.490 0.142 0.065 o.iis 0.131 一〇
.165 0.080 一〇.088 ‐o .osi 0.040 0.398

51父 母から感謝される 0.133 11'1 0.484 0.385 一〇.izi o.ii2 ii: 一〇
,077 一〇.083 一〇.134 一〇.063 0.093 0.479



虧
刈

47子 供達が卒業する時,仕 事をしたという感じがもてる 0.293 一〇.054 0.447 0.239 0.144 0.259 0.079 0.004 0.099 一〇.125 0.053 0.036 0..469

57社 会福祉制度は,ま すます発展する制度であるので将来も安定した職業である
一〇
.031

一〇.052 0.416 0.323 ‐o .ins 0.353 一〇.113
一〇.145 一〇.047 0.164 11.: 0.043 0.507

35子 供達と接触する中から生きがいを見い出せる 0.126 0.045 0.402 0.130 0.030 0.328 01108
一〇.031 0.358 一〇.iiz 0.024 一〇.020 0.459

56仕 事の重要性が余り認識されていない 0.004 o.zsi 一〇.396 一〇.053 0.186 一〇.157 0.366 o.iio
一〇.144 ‐o .02i 0.105 0.113 1-:'

20他 の仕事に比べて女性の役割を生かせる仕事である 0..091
一 〇
.131 0.133 0.551 一〇.004 0.125 ‐o .00i 0.146 0.121 0.114 一〇.014 0.035 0.413

48子 供は素直なので扱いやすい 一〇.205
一 〇.104 4.119 0.507 一〇.079 0.137 一〇.106 一〇.014 一〇.147 一〇.091 0.053 o.oii 0.393

12子 供好きな人にとって楽しい職場である 0.191 0.079 o.izo 0.497 0.042 0.051 o.izi
一〇
.119 0.278 0.086 0.004 一〇.136 0.440

15職 場は笑い声が絶えず明るい 0.134
一〇
.044 0.236 0.415 一〇.346 0.036 0.039

一〇
.128 0.227 0.200 ・ 0.039 一〇.024 0.480

45働 く母親にとって欠かせない仕事である 0.220 0.296 0.153 0.319 一〇.065 0.042 0.031 ‐o .os2 0.143 0.023 一〇.065 0.165 0.324

3小 さな職場なので他との交流の機会が少ない 0.098 o.iao 一〇.114 一〇.070 0.605 一〇.138 0.169
一〇
.02 o.ois 0.057 o.iss 一〇.073 0.498

6社 会全体として現在不足気味である 一〇.073 0.165 ‐o:ioo 11'1 0.411 一〇.154 0.048 0.045
一〇.041 111. 一〇.052 o.ii2 0.265

8場 所によっては,不 十分な施設の中で働かねばならない 0.152 0.356 一〇.251 一〇.063 0.402 o.ioo 0.182 0.070 一〇.058 0.030 0.073 0.144 0.457

21一 人で多くの子供の世話をする必要がある 11'1 0.256 一〇.124 o.izz 0.365 一〇.055 0.030 0.334 一〇.048 11:1 一〇.038 0.089 0.371

29自 分の創意工夫が生かせる 0.171
一〇.061 0.199 o.osz 一〇.149 0.667 o.ozo 0.062 0.111 0.034 ‐o .os7 0.038 0.570

27自.分 の持ち味 を十分いかす ことがで きる o.iza 一〇.004 0.256 0.197 一〇.057 o.sos 一〇.095 一〇.038 0.125
一〇.013 一〇.051 ii,: 0.526

18誠 意を持って接すれば子供達はよく分ってくれる 0.255 0.039 0.144 0.196 一〇.193 0.311 0.162 0.134 0.160 ‐o .02s
‐o
.osi 0.079 0.340

39仕 事をする人の個性が,子 供達に影響を与える 0.199 o.izs 一〇.085 o.os2 0.155 0.005 0.586 0.146 一〇.034 0.044 0.050 o.oii 0.462

34小 さなことでも見落すと事故につながることがある 0.224 0.335 一〇.157
一〇
.040 0.172 0.022 0.401 o.ioz 0.058 0.063 o.ioo 0.134 0.425

55仕 事は自分一人にまかせられる 0.156 0.064 一〇.051 ‐o .02s 一〇.014
‐o
.00z 0.065 O.Z31 一〇.003 ‐o .iio 0.033 0.028 0.593

43ひ とりですべ てのことをしなければならない 11:1 0.246 ‐o .is2 ‐o .00i 0.042 0.098 0.170 0.614 o.ois 0.139 o.2io 0.024 0.575

5日 々成長 していくので変化がある o.osi 0.051 0.138 0.14? 一〇.095 0.080 一〇.093 0.003 o.saa 0.142 o.ion 0.053 0.525

33変 化のある仕事である o.zzz ・-0 .105 0.254 0.014 0.002 0.225 0.030 0.014 0.643 一〇.098 0.018 ‐o .iia 0.614

11急 病やけがが起ってもすぐに対処する知識が'必要である 0.334 ‐o .oiz 0.069 0.051 0,017 0,007 11.:
一 〇
.051 0.034 0.517

‐o
.iio o.oas 0.474

1運 動神経の鋭敏さが必要である 0.392 一〇.094 iis 0.111 0.027 o.00i 0.039 0.173 o.osi 0.419 11.' 0.155 0.422

23地 味な仕事である 0.145 0.064 0.037 o.ioi iis ‐o .04s 0.052 11: 0.060 一〇.050 0.610 0.196 0.469

50仕 事の種類からいってはなやかな所がない 0.059 0.136 一〇.067 一〇。068 一〇.054
一〇
.087 o.iai 0.125 o.ioo 一〇.037 0.511 一〇.047 0.347

9社 会的な脚光をあびる機会が少ない 0.184 0.232 一〇.093^ 一〇.015 o.zoi 0.030 一〇.109 一 〇.018 一〇.103 0.005 0.374 0.113 0.31,3

26余 り規模 の大きいところはない
一〇.058 11.. o.ii2 ‐o .iis 0.049 o.oza 0.142 一 〇.058 0.031 o.os4 0.109 0.677 0.535

25小 人数の仕事場が多い 0.026 一〇.003 一〇.051 0.069 0.016
一〇
.007

一〇.054 11.: 一〇.057 o.02s 0.059 0.519 0.293

17中 途半端では長続きしない 0.077 0.224 0.005 一〇.013 0.154 0。007 o.aio o.osi 0.177 11.1 ‐o .ois 0.249 o.zzs

、7

19資 格をとるために実務経験が必要である o.zss 一〇.077 0.124 一〇.035 o.ois 0.257 o.i2z 0.065 0.014 0.113 一〇.018 0.077 0.215



り,こ の職業の重要性が社会的にも,又 父母

や子供か らも認め られる といった項目から構

成 されている.

第4因 子:マ ッチング因子

20.他 の仕事に比べて女性の役割 を生かせ

る仕事 である

48.子 供は素直なので扱いやすい

12.子 供 好きな人に とって楽 しい職場であ

る

15.]職 場 は笑い声が絶えず明るい

第4因 子 は,仕 事 をとお して働 きかける対

象(子 供)が 持つ特性 と個人の適性 とのマ ッ

チング因子 である.女 性であること,あ るい

は子供好 きであることが,仕 事の対象である

子供 という特性にマ ッチしている.

第5因 子:人 手不足因子

3.小 さな職場なので他との交流の機会が

少ない

6.社 会全体 として現在不足気味である

8.場 所によっては不十分な施設の中で働

かねばならない,

この他に,0.35以 上の項 目は「21.一人で多

くの子供の世話 をする必要がある」がある.

職場の持つ特性 として,小 さな職場 であり,

こなすべ き仕事の量の割 に,働 き手が少な

いことを示す因子であろう.

第6因 子:能 力発揮因子

29.自 分の創意工夫が生かせ る

27.自 分の持ち味 を十分生かす ことができ

る

第6因 子は,こ の2項 目である.自 己の持

つ能力を発揮できるか どうかに関連する因子

である.能 力発揮因子である.

第7因 子:結 果責任因子

39.仕 事 をする人の個性が,子 供達に影響

を与える

34.小 さなことでも見落すと事故につなが

る

これ ら2項 目の他に,0.35以 上の項 目とし

て,「46.ケ ガなどしないようにいろいろと神

経を使わねばならない」「56.仕 事の重要性が

余 り認識 されない」がある.こ の因子は,こ

の職業の持つ結果責任の大きさに関す るもの

であろう.こ の仕事をす る人の個性が子供達

に強 い影響 を与えるし,ま た思 いがけない

失敗や事故は,大 きな影響 を子供に及ぼすこ

とになる.そ のような結果責任の因子である.

第8因 子:自 律性因子

55.仕 事は自分一人にまかせ られる

43.ひ とりですべてのことをしなければな

らない

第8因 子は,自 律性の因子である.仕 事は

一人にまかせられ るが,そ の一方ですべての

ことをこなさなければならない側面を示す.

第9因 子:変 化性因子

5.日 々成長 してい くので変化がある

33.変 化のある仕事である

変化性の因子である.子 供の成長 と単調で

ない側面を示す.

第10因子:機 転の因子

11.急 病やケガが起ってもす ぐに対処する

知識が必要である

1.運 動神経の鋭敏さが必要である.

この他に,0.35以 上の負荷を持つ項目として

「4。活発な子供の安全を図るために色々神経」'

がある.突 発的な事態に際 して,機 敏に対処

する能力に関する因子であろう.機 転の因子

であろう.

第11因子:堅 実性の因子

23.地 味な仕事である

56.仕 事の種類からいってはなやかな所が

ない

この他に0.35以 上の項 目は,「9.社 会的な

脚光をあびる機会が少ない」がある.堅 実性

の因子である.

第12因子:規 模の因子

26.余 り規模の大きいところはない

25.小 人数の仕事場が多い

これらの2項 目であり,規 模の因子である.

以上12因 子についての解釈結果を示 した.次
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図一1因 子別の方向性評価 ・適合性の評価値

に,各 因子を構成する項 目の方向性の評価値,

適合性の評価値それぞれについて平均 した も

のを図一1に 示す.上 の図をもとに,上 にの

べた12の 因子について簡単に考察 を加える.

第1因 子は,所 要特質因子である.職 務 を

遂行する上で必要 とされる個人の特質である.

この因子に含 まれる16項 目は,い ずれも適合

性が高い項 目である.方 向性の評価について

も図一1に 示すように,ポ ジティブな位置に

ある.し か し,項 目によっては,ポ ジティブ

なものばか りではない.こ の因子は,こ の職

業の一般的な特徴を示す項 目より構成 されて

お り,特 に,仕 事のお もしろさやや りがい と

いった内的な動機づけ との関:連の強い項目は

少な く,こ の職業のステレオタイプ的な特質

を示すもの といえよう.

第2因 子は,勤 務条件因子である.勤 務時

間,給 与,福 利厚生など外的要因に関連する

項目より構成されている.方 向性評価はネガ

ティブであ り,適 合性評価 も相対的に低いと

ころに位置する.

第3因 子は,社 会的有用性 因子である.方

向性評価はポジティブであるが,適 合性評価

値は,必 ずしも高い項 目ばか りではない.こ

の職業に対する社会の必要性 を示 している.

第4因 子は,方 向性,適 合 性とも第3因 子

に近 いところに位置 している.マ ッチング因

子であり,仕 事の対象 とす る子供 と個人の適

性 とがあっていることを示す因子である.

第5因 子は,方 向性においてもっともネガ

ティブであるが,適 合性は必ずしも高 くない.

入手不足を示す因子である.預 かる児童数に

対 し要員数の不足を示す.

第6因 子は,能 力発揮因子である.方 向性
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はポジティブであ り,適 合性 も高 く評価 され

ている.

第7因 子は,結 果責任の因子である.方 向

性は,や やポジティブであるが,適 合性は,

もっとも高 く評価 される.職 務遂行上のちょ

っとした失敗が重大な結果 をひきおこすこと

に関する因子である.

第8因 子は,自 律性の因子である.方 向性

は,ポ ジテ ィブでもネガティブで もない.ま

た適合性も相対的に低い.自 律性は,一 般的

にも,内 的な動機づけ と結びつ くといわれて

いるが,本 結果では,ポ ジティブに評価 され

ていない.

第9因 子は,方 向性,適 合i生ともに高い因

子のひとつである.変 化性の因子である.

第10因 子は,突 発的な事態に機敏に対応す

る能力に関する因子である.機 転の因子であ

る.こ の因子は,方 向性が最 もポジティブで

あり,し か も適合性 も高い.

第11因 子は,堅 実性因子である.方 向性は

ちょうど中間であ り,適 合性 も必ず しも高 く

はない.堅 実性 と名付けたが派手な要素がな

い,地 味な仕事 とい う意味あいである.

第12因 子は,規 模の因子である.方 向性は

中間であり,適 合性は もっとも低い.

これらの12因 子を整理 してみると大きく3

つに分類できる.仕 事そのものの特質ではな

く,職 場の特性 を示す仕事の外在的要因とし

て,第2因 子勤務条件因子,第3因 子社会的

有用性因子,第5因 子人手不足因子,第11因

子堅実性因子,第12因 子規模因子がある.こ

れに対 して,仕 事の特質を示す因子 としては,

第6因 子能力発揮因子,第7因 子結果責任因

子,第8因 子自律性因子,第9因 子変化性因

子がある.

さらに,仕 事が個人に要求する所要特質に

関連す る因子 として,第1因 子所要特質因子,

第4因 子マ ッチング因子,第10因 子機転因子

である.

職場の特質を示す因子群 と,仕 事 そのもの

の特質 を示す因子群 とさらに,仕 事 と人を結

びつける所要特質因子群 とに大別できる.以

上の12因 子については,比 較的合理的に解釈

ができた といえよう.

2.職 務属性 と関心度の関連について

(1)関心度の定義

個人のこの職業についての関心の強さを定

義するために,こ の職業に対する関心 を示す

と考 えられる9つ の尺度への反応を因子分析

した.表 一2に 示す ようにvarimax法 による

回転の結果2つ の因子が抽出された.こ の2

つの因子で全体の分散の53.1%を 説明してい

る.

第1因 子に負荷の高い項目は,(3)あ なたは,

表一2関 心についての因子パ ターン(バ リマ ックス回転後)

項 目 第1因 子 第2因 子 共 通 性

1.こ の仕事 に どの程度 関心があ りますか 0.636 0.306 0.498

2.こ の仕事 は,あ なたに とって どの程度重要 ですか 0.465 0.469 0.437

3.あ なた は,こ の仕事 について友人 ・家族 と話 したこ とがあ りますか 0.750 0.025 0.563

4.あ なた は,こ の仕事 について何か調べ た り,読 んだ りしたこ とがあ りますか 0.698 0.123 0.503

5.あ なた は,こ の仕事 について今以上に知 りたいです か 0.743 0.277 0.629

6.こ の仕事 に,ど の程 度ついてみ たいと思 いますか 0.235 0.762 0.636

7.こ の仕事か ら受 ける印象は明 るいですか,暗 いです か 一 〇.007 0.772 0.596

8.こ の仕事 は,ど の程 度や りがいが あると思 います か 0.450 0.590 0.551

9.こ の仕事 をあなたは,ど の程度 うま くや れる と思 いますか 0.170 0.579 0.364
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この仕事 について友人 ・家族 と話 したことが

あ りますか(0.75),(5)あ なたは,こ の仕事

について今以上 に知 りたいですか(0.74),

(4)あなたは,こ の仕事について何か調べた り,

読 んだ りした ことがあ りますか(0.70),(1)

この仕事にどの程度の関心がありますか(0.64)

の4項 目である.

この因子は,情 報欲求因子であろう.友 人

知人とこの職業について話す.何 かの本で調

べ るなど情報行動 との関連が強い.当 該職業

に関心があるといった場合そのひ とつの側面

として,情 報欲求の強さをあげることができ

るのであろう.

第2因 子に負荷の高い項 目は,(7)こ の仕事

か ら受ける印象は明るいですか,暗 いですか

(0.77),(6)こ の仕事に,ど の程度つ いてみた

い と思いますか(0.76),(8)こ の仕事は,ど

の程度や りがいがあると思いますか(0.59),

(9)この仕事 をあなたは,ど の程度うまくやれ

ると思いますか(0.58)の4項 目である.

第2因 子は,こ の仕事のイメージ,や りが

い,職 務遂行の自信度な どであるが,こ の仕

事についてみたい,即 ち就業欲求の因子 と解

釈 しておこう.

次にこれらの2因 子について個人別に因子

得点 を求め,こ の職業に対す る関心の強さを

示す指標 として,情 報欲求度得点,就 業欲求

度得点と定義 した.

学年別に,情 報欲求度得点,就 業欲求度得

点の平均 とSDを 表一3に 示す.数 字はマ

イナスの側が欲求の強いことを示 している.

情報欲 求度 について は,2年 の方が 高い

(t=1.87).ま た,就 業欲求度についても2

年の方が高い(t=0.683)が ともに有意では

ない.

次に重回帰分析の結果 を示す.上 に示 した

情報欲求度及び就業欲求度 を従属変数 とし,

職務属性の認知構造で求め られた12因 子の個

人別の因子得点を独立変数 として ステ ップワ

イズ変数追加法により重回帰分析を行った.

変数は,そ の変数の投入により説明される分

散の増分が相対的に大きいものより順次加え

ていった.変 数 の追加 は,F値 が1.0以 下の

項 目のみ となるまで行った.

表一3学 年別因子得点

1年 生 2年 生 t値

情報欲求度
0.153

SD=1.06

一〇
.105

SD=0.944
1.868

就業欲求度
0.056

SD=1.04

一〇.039

SD=0:971
0.683

人 数 88 128

表一4情 報欲求度に関する回帰分析結果

変動因 自由度 平方和 平均平方 分散比F

回 帰 7 17.9165 2.5595 2.7012*

残 差 208 197.0895 0.9476

変 数 偏回帰係数
標 準

偏回帰係数
推定誤差 F比

第3因 子 0.1624 0.1447 0.0749 4.701**

第1因 子 0.1391 0.1297 0.0715 3.784*`

第9因 子 0.1313 0.1108 0.0789 2.767**

第11因 子 0.1163 0.0939 0.0825 1.987

第2因 子 一 〇 .0957 一 〇
.0857 0.0747 1.641

第5因 子 一 〇 .0952 一 〇 .0801 0.0792 1.445

第8因 子 0.0805 0.0693 0.0773 1.085

(・5%水 準**1%水 準)

表一4は,分 散 分析表お よび,用 い られた

独 立変数の偏 回帰係数,標 準 偏回帰係数 の表

で ある.回 帰関係 は,5%水 準(F=2.70,

df=・7/208)で 有 意 であるが,重 相関係数 は,

R=0.29と 非 常 に低 い.

情 報 欲求度 と関連の高 い因子 は,・第3因 子

社会的有用性 因子,第1因 子 所要 特 質因子,

第9因 子変化性 因子(以 上1%水 準 で有意),

第11因 子 堅実性 因子の順 であった.い ず れ も

正 の相関関係 であ る.即 ち,こ れ らの 因子 を

示す職 務特性 をポ ジテ ィブ(こ の職 業 に とっ

て よ り望 ま しい要 素で ある)に 認知す る もの
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ほ ど,情 報欲求度が高いことを意味する.有

意ではないが,第2因 子勤務条件 因子,第5

因子人手不足因子では負の相関がみ られ,こ

れ らの因子を示す項目に対 しネガティブに評

価す るものほど情報欲求が強いことを示 して

いる.

しかし,重 相関係数は非常に低 く,情 報欲

求度 と職務属性の認知 とには,あ まり強い関

連はみられないといえよう.

表一5就 業欲求度に関する回帰分析結果

変動因 自由度 平方和 平均平方 分散比F

回 帰 7 34.1788 4.8827
●

5.616**

残 差 208 180.8273 0.8694

偏回帰係数
標 準

偏回帰係数
推定誤差 F比

第4因 子 0.2822 0.2426 0.0742 14.449**

第9因 子 0.1877 0.1584 0.0756 6.165**

第2因 子 0.1662 0.1489 0.0713 5.439**

第10因 子 0.1486 0.1232 0.070 3.724**

第3因 子 0.1114 0.0994 0.0719 2.406'

第12因 子 0.1084 0.0913 0.0756 2.059*

第1因 子 0.0917 0.0854 o.oss7 1.782

(・5%水 準*=1%水 準)

表一5に 就業欲求度についての重回帰分析

の結果を示す.

回帰関係は1%水 準(F=5.62,df=7/208)
^で 有意であ

った.重 相関係数R=0.40と 情報

欲求度より高 くなっている.

関連の強い因子か らあげていくと,第4因 子

マッチング因子,第9因 子変化性因子,第2

因子勤務条件因子,第10因 子機転因子(以 上

1%水 準),第3因 子社会的有用性因子,第12

因子規模の因子(以 上5%水 準で有意)の 順

である.い ずれ も,就 業欲求 と正の相関を持

つ.こ れらの因子に該当する職務特性 を,ポ

ジティブに評価す るものほど,就 業欲求が強

いことを示す.特 に,マ ッチング因子 との関

連は強い.

以上の結果を整理 してみると,情 報欲求度

を説明する認知特性 としては,社 会的有用性

即ち,こ の職業が社会的に必要 とされている

という側面,所 要特質,即 ち,職 務遂行上個

人に要求される特質 といった側面,及 び,こ

の仕事の持っている変化 という側面をあげる

ことができる.

また,就 業欲求度については,全 体的に認

知特性 との関連が強 くみられる.子 供 という

対象 と自分の適性 とのマ ッチングを示す第4

因子 とは特に強い関連がみ られる.さ らに,

情報欲求に もあらわれた変化性因子,勤 務条

件の不備に関す る因子,機 転因子,社 会的有

用性因子,規 模の因子 と幅広 く関連がみ られ

る.就 業欲求の強い対象者は,勤 務条件不備

とか規模の因子など仕事の外在的要 因につい

ても,低 い対象者に比ベポジティブに評価 し

ているわけである.

結 語

本研究は,川 上善郎(1978)を ふまえ,調査対

象者を,対 象職業への関心の強いものにしぼ

り,職 務属性の認知構造 を因子分析によって

行った ものである.高 校生男女を用いた先の

研究に比べ,因 子分析結果は解釈のしやすい

クリアーな結果であった.職 業の外在的要

因 を示す因子群5因 子,仕 事その ものの特

質 を示す 因子群4因 子,仕 事が個 人に要求

す る所要特質に関す る因子群3因 子 の計12

因子 を抽 出した.し か し,本 研究に用いら

れ た職務属性 を記述 した情報群は,当 然の

こ とであるが,保 母 ・幼稚園の先生 とい う

職業に特 有な情報か ら構成 されてお り,そ

の結果 として,抽 出された因子について も,

一般性に欠ける面がある.本 研究の結果を一

般化するのには,や は り問題があるのであろ

う.本 研究を発展させ るには,抽 出された因

子に対応 して,よ り一般的な情報項目をつ く

り再検討する必要があろう.

上記因子分析結果抽出された因子 と関心度
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の関連について重 回帰分析 を行ったが,必 ず

しも予想 したほ どの関連がみられなかった.

特に,情 報欲求度 と認知構造の間には,ほ と

んど関連がみ られず,就 業欲求度 との間にの

み関連がみられた.こ の理由のひとつは,対

象者の均質性に原因があると考えられる,即

ち今回の分析は,特 にこの職業に強い関心を

持つ ものに限定 して行った.そ れ故,対 象者

の間の関心度の分散は非常に小 さいと考 えら

れるのである.認 知 された職務属性 と関心度

の関連の分析は,よ り多様なサ ンプルを用い

て再分析する必要があろ う.
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